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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グルコース検査測定器を操作する方法であって、
前記検査測定器の第１のメモリに複数のグルコース測定値を保存することであり、前記グ
ルコース測定値の各々は、タイムスタンプおよび順序インデックスを有し、前記タイムス
タンプは、グルコース測定を実施する日付および時刻を含み、前記順序インデックスは、
前記複数のグルコース測定値が前記第１のメモリに保存される順序を示すことと、
　連続して保存されているグルコース測定値が前記順序インデックスに整合する時系列の
タイムスタンプを有しているか否かを判定することと、
　前記連続して保存されているグルコース測定値が前記順序インデックスと不整合なタイ
ムスタンプを有している場合、前記検査測定器に設定されている前記日付および時刻が不
正確であることを表示することとを含む方法。
【請求項２】
　前記連続して保存されているグルコース測定値は、前記順序インデックスに整合する時
系列の前記タイムスタンプを有しているか否かを判定する前に、前記順序インデックスに
基づいて複数のグルコース濃度をソートすることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記連続して保存されているグルコース測定値のすべてが前記順序インデックスに対し
てタイムスタンプが時系列で昇順に整合している場合に、複数のグルコース濃度およびタ
イムスタンプを有しているレポートを第２のディスプレイに提供することを含む、請求項
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１に記載の方法。
【請求項４】
　前記検査測定器の第１のクロックの前記日付および時刻とコンピューティングデバイス
の第２のクロックの前記日付および時刻の差を計算することと、前記差が所定の閾値より
大きい場合、前記第１のクロックの前記日付および時刻が不正確であることを示す警告メ
ッセージを提供することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記検査測定器の前記第１のクロックの前記日付および時刻を前記第２のディスプレイ
に表示することと、前記コンピューティングデバイスの第２のクロックの前記日付および
時刻を前記第２のディスプレイに表示することをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　コンピューティングデバイスと外部時間参照ソースとの間にデータの通信を確立するこ
とと、前記外部時間参照ソースに前記検査測定器の第１のクロックの時間と同期すること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記外部時間参照ソースは、時間設定が正確であるウェブサイトである、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記外部時間参照ソースは、原子時計である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記検査測定器がコンピューティングデバイスに接続するごとに、前記コンピューティ
ングデバイスの第２のクロックに前記検査測定器の第１のクロックの時間と自動的に同期
することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　糖尿病管理システムを操作する方法であって、
検査測定器の第１のメモリに複数のグルコース測定値を保存することであり、前記グルコ
ース測定値の各々は、タイムスタンプおよび順序インデックスを有し、前記タイムスタン
プは、グルコース測定を実施する日付および時刻を含み、前記順序インデックスは、前記
複数のグルコース測定値が前記第１のメモリに保存される順序を示すことと、
　前記検査測定器で第１のメモリからコンピューティングデバイスの第２のメモリまで前
記複数のグルコース測定値を転送することと、
　連続して保存されているグルコース測定値が前記順序インデックスに整合する時系列の
タイムスタンプを有しているか否かを判定することと、
　前記連続して保存されているグルコース測定値が前記順序インデックスと不整合なタイ
ムスタンプを有している場合、前記検査測定器に設定されている前記日付および時刻が不
正確であることを表示することとを含む方法。
【請求項１１】
　前記連続して保存されているグルコース測定値は、前記順序インデックスに時系列で昇
順して整合する時系列の前記タイムスタンプを有しているか否かを判定する前に、前記順
序インデックスに基づいて複数のグルコース濃度をソートすることをさらに含む、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記連続して保存されているグルコース測定値が前記順序インデックスに対してタイム
スタンプが時系列で昇順に整合している場合に、複数のグルコース濃度およびタイムスタ
ンプを有しているレポートを前記検査測定器の第１のディスプレイに提供することを含む
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記検査測定器に電源が投入されるときに前記日付および時刻をスプラッシュスクリー
ンに表示することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
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　およその時間を示すために少なくとも１つのアイコンを表示することをさらに含む、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記日付および時刻を前記第１のディスプレイに連続的に表示することをさらに含む、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　使用者に食前または食後のグルコース測定を示すフラグを入力するオプションを提供す
ることと、前記日付および時刻を前記第１のディスプレイに連続的に表示することをさら
に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　前記検査測定器でプログラミングされている所定の時間間隔で前記検査測定器に設定さ
れている前記日付および時刻が正確であることをチェックするように、前記検査測定器の
ディスプレイ上のメッセージをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　前記所定の時間間隔は週ごとである、請求項１７に記載方法。
【請求項１９】
　前記所定の時間間隔は月ごとである、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　夏時間に切り替えるために前記日付および時刻設定が正確であることをチェックするよ
うに前記第１のディスプレイにメッセージを提供することをさらに含む、請求項１０に記
載の方法。
【請求項２１】
　使用者の履歴上の平均検査回数が所定の閾値未満である時間間隔で使用者が検査を実施
するときに、前記検査測定器に設定されている前記日付および時刻が正確であることをチ
ェックするように、前記検査測定器の前記第１のディスプレイにメッセージを提供するこ
とを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項２２】
　２つの最新の連続したグルコース測定の間の時間量が所定の閾値より大きい場合に、前
記検査測定器に設定されている前記日付および時刻が正確であることをチェックするよう
に、前記検査測定器のディスプレイにメッセージを提供することをさらに含む、請求項１
０に記載の方法。
【請求項２３】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに配置され、試験片の血液サンプルからグルコース濃度の電気信号表記
を提供するように構成される試験片ポートと、
　それぞれの血液サンプルからの複数のグルコース測定値が、タイムスタンプおよびグル
コース測定値が保存される順序インデックスを有している各グルコース測定値とともにメ
モリに保存されるように、前記試験片ポートおよび前記メモリに接続されるマイクロプロ
セッサと、
　前記複数のグルコース測定値が前記メモリに保存される前記順序インデックスに対して
時系列に整合しない場合に、通知メッセージを表示するように前記マイクロプロセッサに
よって制御されるディスプレイとを含むグルコース検査測定器。
【請求項２４】
　前記ハウジングに配置され、前記マイクロプロセッサに接続されるユーザーインターフ
ェースボタンをさらに含む、請求項２３に記載のグルコース検査測定器。
【請求項２５】
　日付および時刻情報のうちの１つを前記検査測定器の前記マイクロプロセッサに提供す
るために、コンピューティングデバイスに接続するように構成される通信インタフェース
をさらに含む、請求項２４に記載のグルコース検査測定器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　グルコース検査測定器およびグルコース検査測定器ならびに糖尿病管理システムを操作
する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　研究によれば、血糖濃度を１日に４回以上測定する糖尿病患者は、効果的に正常血糖範
囲のグルコース濃度（約７０　ｍｇ／ｄＬ～約１８０　ｍｇ／ｄＬ）を維持している。グ
ルコース濃度を測定後、使用者は通常、インスリン注射を用いるか、減量または運動など
の他の手段でグルコース濃度を調節する。グルコース濃度の著しく変化する回数を減少し
、正常血糖状態を維持することによって、長期糖尿病が関連する合併症（例えば失明、腎
不全、網膜症および心疾患）の発症が著しく減少させている。したがって、健康全般を改
善することを望む糖尿病患者は、頻繁にグルコース濃度を測定する傾向がある。
【０００３】
　通常、そのような患者は、指先穿刺および使い捨ての試験片を使用してグルコースを頻
繁に測定する。多くの糖尿病患者は、不便であることを理由に、指先穿刺によるグルコー
ス測定を１日に４回以上を実施しない。さらに糖尿病患者の健康を改善する目的で、連続
グルコースモニタ（ＣＧＭ）が、１日に４回以上頻繁にグルコースを便利に測定するため
に開発されている。ＣＧＭには、長期間にわたって数多くのグルコース濃度を提供する能
力がある。
【０００４】
　ソフトウェアアプリケーションは、多数のグルコース濃度を容易に理解できる形式に処
理するように開発されている。多数のグルコース濃度に含まれる傾向は、糖尿病患者の病
状の効果的な管理を支援するのに価値がある見識であると考えられる。例えば、ＯｎｅＴ
ｏｕｃｈ（登録商標）Ｄｉａｂｅｔｅｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ　ｖ
２．３．１によって、ＯｎｅＴｏｕｃｈ（登録商標）グルコース測定器は知的な分析レポ
ートを生成し、治療判断を迅速に通知するため、保健医療従事者が利用できるコンピュー
タにデータをアップロードすることができる。
【０００５】
　グルコース濃度の経時的傾向に基づいて低血糖症であることの警告を提供する取り組み
が存在する。低血糖症は、意識消失を引き起こし、なかには死亡原因となるため、極めて
危険である。適切にグルコースの経時的傾向を解釈するために、正確な日付および時刻が
各グルコース測定に対して記録されることが最も重要である。グルコース測定に対して不
正確な日付および時刻の値が記録されると、グルコース傾向を適切に分析することができ
ない。
【０００６】
　したがって、出願人は、公知の検査測定器の今までの欠点を改善する発明を提供する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　グルコース検査測定器を操作する方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様では、この方法は、検査測定器の第１のメモリに複数のグルコース測定値を保存
し、グルコース測定値の各々は、タイムスタンプおよび順序インデクッスを有し、タイム
スタンプは、グルコース測定が実施される日付および時刻を含み、順序インデクッスは、
複数のグルコース測定値が第１のメモリに保存される順序を示し、連続して保存されてい
るグルコース測定値が順序インデクッスに時系列のタイムスタンプと整合しているか否か
を判定し、連続して保存されているグルコース測定値が順序インデックスとタイムスタン
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プが不整合である場合、検査測定器に設定されている日付および時刻が不正確であること
を表示する方法である。
【０００９】
　さらに別の態様では、糖尿病管理システムを操作する方法を提供する。その方法は、検
査測定器の第１のメモリに複数のグルコース測定値を保存し、グルコース測定値の各々は
、タイムスタンプおよび順序インデクッスを有し、タイムスタンプは、グルコース測定が
実施される日付および時刻を含み、順序インデクッスは、複数のグルコース測定値が第１
のメモリに保存される順序を示し、検査測定器の第１のメモリからコンピュータの第２の
メモリへ複数のグルコース測定値を転送し、連続して保存されているグルコース測定値が
順序インデクッスと整合する時系列のタイムスタンプを有しているか否かを判定し、連続
して保存されているグルコース測定値が順序インデックスとタイムスタンプが不整合であ
る場合、検査測定器に設定されている日付および時刻が不正確であることを表示する方法
である。
【００１０】
　さらに他の態様では、ハウジング、試験片ポート、マイクロプロセッサおよびディスプ
レイを含むグルコース検査測定器を提供する。試験片ポートは、ハウジングに配置され、
試験片の血液サンプルからグルコース濃度の電気信号表記を提供するように構成される。
マイクロプロセッサは、それぞれの血液サンプルからの複数のグルコース測定値を、タイ
ムスタンプおよびグルコース測定値が保存される順序インデックスを有している各グルコ
ース測定値とともにメモリに保存するように試験片ポートおよびメモリに接続される。デ
ィスプレイは、複数のグルコース測定値がメモリに保存される順序インデクッスに対して
時系列に整合しない場合に、通知メッセージを表示するようにマイクロプロセッサによっ
て制御される。
【００１１】
　このような実施形態ならびに他の実施形態、特徴および利点は、簡単に説明される添付
の図面とともに以下の本発明の詳細な説明を参照すれば、当業者にとって明らかとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　援用によって本明細書の一部をなす添付の図面は、本発明の好ましい本実施形態を示し
、上記の概説および以下の詳細な説明とともに、本発明の特徴を説明する（同類の符号は
同類の要素を示す）のに役立つ。
【００１３】
　以下の詳細な説明は、図面を参照することによって理解されるべきであり、異なる図面
の同様の要素には、同一の符号を付与している。必ずしも原寸に比例していない図面は、
選択された実施形態を示し、本発明の範囲を制限することを意図しない。詳細な説明は、
本発明の原則の例証として示されるものあり、制限するためのものではない。この説明に
よって、当業者は本発明を製作および使用できることが明らかであり、現在、本発明を実
施する最良の形態であると考えられるものを含む本発明のいくつかの実施形態、適合、変
形、代替および使用が記載される。
【００１４】
　図１は、血液サンプル１１４を分析する試験片１１０に接続するのに適した検査測定器
１００を示す。検査測定器１００は、コンピュータ２００にも接続することができる。図
１に示すように、検査測定器１００は、ハウジング１０２、複数のユーザーインターフェ
ースボタン１０４、第１のデータポート１０６、第１のディスプレイ１０８および試験片
ポートコネクタ（ＳＰＣ）１２２を含んでもよい。図２に示すように、検査測定器１００
は、第１のマイクロプロセッサ１１８、第１のメモリ１２０、第１のクロック１２４、試
験電圧１２６を加える電子部品および複数の現在の検査値１２８を測定する電子部品をさ
らに含んでもよい。第１のディスプレイ１０８は、グルコース濃度を示してもよく、ユー
ザーを促すユーザーインターフェースを示すためにさらに試験を実施する方法を用いても
よい。複数のユーザーインターフェースボタン１０４によって、ユーザーをユーザーイン
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ターフェースソフトウェアでナビゲートして検査測定器１００を操作することができる。
【００１５】
　図１および図２に示すように、コンピュータ２００は、キーボード２０４、第２のデー
タポート２０６、第２のディスプレイ２０８、第２のマイクロプロセッサ２１８、第２の
メモリ２２０および第２のクロック２２４を含んでもよい。図２に示すように、コンピュ
ータ２００は、第１のデータポート１０６を第２のデータポート２０６に接続するケーブ
ル１１６を使用して検査測定器１００に接続してもよい。他の形態のコンピュータ、ラッ
プトップ、パーソナルコンピューティングアシスタント（例えばＰＡＬＭ）または携帯電
話などを利用することができる。
【００１６】
　試験片１１０は、血液中グルコースを測定する電気化学的な試験片としてもよい。血液
サンプル１１４を、分析を実施するサンプル収容チャンバ１１２に１回分添加してもよい
。本発明の用途に適した検査試験片の例として、グルコースの電気化学的な試験片（例え
ば市販のＯｎｅＴｏｕｃｈ（登録商標）Ｕｌｔｒａ（登録商標）試験片（Ｍｉｌｐｉｔａ
ｓ，　ＣＡ））が挙げられる。あるいは、光化学型の試験片（例えばＯｎｅＴｏｕｃｈ　
ＳｕｒｅＳｔｅｐ（登録商標））も利用することができる。
【００１７】
　検査測定器１００を、一定期間にわたって複数のグルコース濃度を測定するために使用
してもよい。各測定後、検査測定器１００は、グルコース濃度値および第１のディスプレ
イ１０８に示す日付および時刻の値を出力してもよい。測定時に日付および時刻の値（タ
イムスタンプと呼んでもよい）を示してもよい。さらに、検査測定器１００は、第１のメ
モリ１２０にグルコース濃度値およびタイムスタンプを保存してもよい。
【００１８】
　検査測定器１００は、多数のグルコース濃度値および第１のメモリ１２０の関連するタ
イムスタンプを保存する能力を備えてもよい。一実施形態では、第１のメモリ１２０は、
約２０，０００以下の入力を保存するように構成されるフラッシュメモリの形態としても
よい。前回検査したグルコース濃度値を、グルコース濃度の履歴表および所定の時間の関
連するタイムスタンプを示すレポートまたは検査表に編集することができる。使用者は、
時間に応じたグルコース濃度の傾向を観察することができる。さらに、使用者は、食事時
間の前後に、例えば特定の時間での低血糖症または高血糖症の発生頻度が高くなるなどの
パターンを特定することができる。さらにまた、使用者は、将来発症しうる低血糖症また
は高血糖症の発症率を予測することができる。使用者が時間に応じたグルコース傾向を利
用するためには、タイムスタンプが正確であることが極めて重要となる。不正確なタイム
スタンプは、グルコース測定が過去または将来実施される記録が不正確となりうる。タイ
ムスタンプの誤差によって、グルコース傾向を分析する際の重大な誤りの潜在的な原因と
なりうる。
【００１９】
　図３は、順序インデクッスを有しているデータリストレポートおよび整合しているタイ
ムスタンプ順序の例を示す複数のグルコース濃度およびタイムスタンプを示す。タイムス
タンプ順序によって構成されるリストは、最新のタイムスタンプを有しているグルコース
測定値から最古のタイムスタンプを有しているグルコース測定値までの時系列序に基づい
てもよい。タイムスタンプを、第１のクロック１２４からの測定値に基づいてグルコース
測定ごとに生成してもよい。順序インデクッスは、連続したグルコース濃度が連続的に第
１のメモリ１２０に保存される順序に基づいてもよい。グルコース濃度が第１のメモリ１
２０に保存される順序インデクッスは、タイムスタンプとは別である。順序インデクッス
によって構成されるリストは、第１のメモリ１２０に保存される最古のグルコース濃度か
ら第１のメモリ１２０に保存される最近測定されたグルコース濃度に整列させることがで
きる。連続して保存されているグルコース測定値は時系列で昇順である必要があるため、
順序インデクッスおよびタイムスタンプ順序は同一である必要がある。
【００２０】
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　第１のクロック１２４がデータリストレポートのためにグルコース測定値を収集する間
のある時点で不正確となる場合、データリスト情報には不整合な順序インデクッスおよび
タイムスタンプ順序が存在する場合がある。以下のように、検査測定器１００に不正確な
日付および時刻設定となるいくつかの原因が存在する。１）使用者が検査測定器１００を
購入して日付および時刻を設定していない。２）検査測定器１００の電池が放電したため
、第１のクロック１２４に時間が不正確となり、使用者は電池交換後、第１のクロック１
２４をリセットしていない。３）使用者が、異なるタイムゾーンに移動した後に、第１の
クロック１２４をリセットしていない。４）使用者は、夏時間が開始した後、第１のクロ
ック１２４をリセットしていない。多くの場合、使用者は、そのような検査測定器１００
が不正確な日付および時刻設定となっていることに全く気付いていない可能性がある。
【００２１】
　図４は、順序インデクッスを有しているデータリストレポートおよび不整合なタイムス
タンプ順序の例を示す図である。２００６年１月２日の午後１２時００分に実施した第６
のグルコース測定後、第７のグルコース測定が実施される前のある時点で、第１のクロッ
ク１２４は、デフォルト値にリセットされたか、使用者が誤って設定している。図４では
、過去の測定で次の測定がすぐに実施されたため、第１のクロック１２４は、第６のグル
コース測定の後、不正確な日付および時刻設定となる。順序インデクッスに基づく第７お
よび第８の測定は、第１の測定がタイムスタンプ順序に基づく前に実施され、無意味な結
果となっている。
【００２２】
　図５は、日付の設定を確実にする方法５００のフローチャートを示し、検査測定器１０
０の時間設定は正確である。方法５００は、検査測定器１００がコンピュータ２００に接
続される場合、タイムスタンプ順序および順序インデクッスの不整合を検出するように構
成されるコンピュータ２００の第２のメモリ２２０にインストールされるソフトウェアア
プリケーションの形態としてもよい。
【００２３】
　ステップ５０２に示すように、使用者は、検査測定器１００で複数のグルコース測定を
実施してもよい。ステップ５０４に示すように、グルコース測定値、タイムスタンプおよ
び順序インデクッスのすべては、第１のメモリ１２０に記録してもよい。タイムスタンプ
は、グルコース測定が第１のクロック１２４に基づいて実施される日付および時刻を含む
。順序インデクッスは、グルコース測定値が直前のグルコース測定値および直後のグルコ
ース測定値に対して第１のメモリ１２０に保存した順序を示してもよい。タイムスタンプ
値とは別に第１のメモリ１２０に連続して、グルコース測定値を保存してもよい。
【００２４】
　ステップ５０６に示すように、検査測定器１００は、複数のグルコース測定を実施した
後、データをコンピュータ２００へ転送してもよい。検査測定器１００の第１のデータポ
ート１０６をコンピュータ２００の第２のデータポート２０６に電気的に接続するケーブ
ル１１６を使用することによってデータを転送してもよい。あるいは、グルコース測定値
を、無線媒体（例えば赤外線またはＲＦトランシーバ）によって転送してもよい。一実施
形態では、複数のグルコース測定値を、順序インデクッスに基づいて連続してコンピュー
タ２００の第２のメモリ２２０に保存してもよい。
【００２５】
　ステップ５０８に示すように、第２のマイクロプロセッサ２１８は、連続して保存され
ているグルコース測定値が順序インデクッスに対してタイムスタンプが時系列で昇順に整
合しているか否かを判定してもよい。順序インデクッスに対してタイムスタンプが時系列
で昇順に整合している１対の連続して保存されているグルコース測定値が存在する場合、
ステップ５１０に示すように、検査測定器１００の日付および時刻設定が不正確であり、
正確さを確認する必要があることを示すメッセージを第２のディスプレイ２０８に表示す
る。図７は、検査測定器１００の日付および時刻設定を確認するようにユーザーを促すメ
ッセージの例を示す。連続して保存されているグルコース測定値が順序インデクッスに対
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してタイムスタンプが時系列で昇順に整合している場合、ステップ５１２に示すように、
複数のグルコース濃度およびタイムスタンプを有しているレポートを生成する。図４は、
複数のグルコース測定値を有しているレポートおよび第２のディスプレイ２０８に表示で
きるタイムスタンプの例を示す。
【００２６】
　第１のクロック１２４は、コンピュータ２００に設定する最新の日付および時刻設定を
転送してもよい。第２のマイクロプロセッサ２１８は、第１のクロック１２４および第２
のクロック２２４での現在の日付および時刻設定の差を計算してもよい。時間差が所定の
閾値を超える場合、第１のクロック１２４が不正確であることを示す警告メッセージを第
２のディスプレイ２０８に表示してもよい。任意の実施形態として、第１のクロック１２
４および第２のクロック２２４の日付および時刻設定を、同時に、２つのクロックで設定
される日付および時刻の差を示すように第２のディスプレイ２０８に表示してもよい。
【００２７】
　警告メッセージを含むダイアログボックスの中で、検査測定器１００がコンピュータ２
００に操作可能に接続されるごとに、使用者は第１のクロック１２４を第２のクロック２
２４に自動的に時間調整するオプションを得ることができる。さらに、使用者は、ソフト
ウェアアプリケーションの初期設定で自動的な時刻同期機能を選択することもできる。自
動同期機能を作動させた後、第１のクロック１２４は、第２のクロック２２４が正確であ
るといった前提に基づき、第２のクロック２２４に自動的に同期する。コンピュータ２０
０が正確な日付および時刻設定となるように外部ソースに定期的に通信を確立する場合、
第２のクロック２２４はより正確にすることができる。外部時間参照ソースの例としては
、極めて正確な日付および時刻設定となるように原子時計を使用し、コンピュータ２００
に転送できるウェブサイトを挙げることができる。外部時間参照ソースの別の例としては
、ネットワーク接続によってコンピュータ２００と定期的に同期するローカルエリアネッ
トワーク上の基準クロックを挙げることができる。さらに別の例としては、適切なＦＭ波
長で時報信号を放送する外部時間参照ソースを挙げることができる。
【００２８】
　図６は、日付の設定を確実にする方法６００のフローチャートを示し、検査測定器１０
０の時間設定は正確である。図５の方法とは対照的に、図６の方法は、コンピュータ２０
０を必要としない。方法が、タイムスタンプ順序および順序インデクッスの不整合を検出
するように構成される第１のメモリ１２０にインストールされるファームウェアウェアア
プリケーションの形態としてもよい。
【００２９】
　ステップ６０２に示すように、使用者は、検査測定器１００で複数のグルコース測定を
実施してもよい。ステップ６０４に示すように、グルコース測定値、タイムスタンプおよ
び順序インデクッスのすべては、第１のメモリ１２０に記録してもよい。タイムスタンプ
は、グルコース測定が第１のクロック１２４に基づいて実施する日付および時刻を含む。
順序インデクッスは、グルコース測定値が直前のグルコース測定値および直後のグルコー
ス測定値に対して第１のメモリ１２０に保存した順序を示してもよい。タイムスタンプ値
とは別に第１のメモリ１２０に連続して、グルコース測定値を保存してもよい。
【００３０】
　ステップ６０８に示すように、第１のマイクロプロセッサ１１８は、連続して保存され
ているグルコース測定値が時系列で昇順に整合しているタイムスタンプを有しているか否
かを判定してもよい。タイムスタンプが時系列で昇順に整合している１対の連続して保存
されているグルコース測定値が存在する場合、ステップ６１０に示すように、検査測定器
１００の日付および時刻設定が不正確であり、正確であることを確認する必要があること
を示すメッセージを第１のディスプレイ１０８に表示する。図７は、検査測定器１００の
日付および時刻設定を確認するようにユーザーを促すメッセージの例を示す。メッセージ
は、検査測定器１００に日付および時刻設定を入力するオプションを提供し、使用者は日
付および時刻設定を修正することができる。連続して保存されているグルコース測定値が
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時系列で昇順に整合しているタイムスタンプを有している場合、ステップ６１２に示すよ
うに、複数のグルコース濃度およびタイムスタンプを有しているレポートを生成する。図
４は、複数のグルコース測定値を有しているレポートおよび第１のディスプレイ１０８に
表示できるタイムスタンプの例を示す。
【００３１】
　別の実施形態では、方法６００は、検査測定器１００に電源が投入されると、日付およ
び時刻をスプラッシュスクリーンに表示するステップをさらに含んでもよい。スプラッシ
ュスクリーンは、検査測定器１００に電源が投入されると、第１のディスプレイ１０８に
表示されるオープニングアニメーションとしてもよい。検査測定器１００の電源を投入す
る動作によって、第１のクロック１２４に基づく最新の日付および時刻設定を第１のディ
スプレイ１０８に表示し、使用者に日付および時刻設定を直ちに認識させる。使用者は、
日付および時刻設定が不正確であることに気が付くと正確な日付および時刻設定の変更を
促される。
【００３２】
　図８および図９に示すように、さらに別の実施形態において、方法６００は、測定器１
００に電源が投入されるとおよその時間を示す太陽アイコンまたは月アイコンを表示する
ステップをさらに含む。太陽アイコンまたは月アイコンの表示は、使用者におよその日付
および時刻設定を直ちに認識させる。使用者は、日付および時刻設定が不正確であること
に気が付くと正確な日付および時刻設定の変更を促される。
【００３３】
　他の実施形態では、方法６００は、使用者に食前または食後のグルコース測定を示すフ
ラグを入力するオプションを提供するステップと、フラグを入力するときに第１の表示１
０８に日付および時刻を表示するステップを含む。グルコース測定を食前または食後に実
施したかどうかを判定する操作によって、使用者に実際の測定日付および時刻を認識する
ように促す。従って、使用者は、日付および時刻設定が不正確であるかどうかに気が付き
やすい。使用者は、日付および時刻設定が不正確であることに気が付くと正確な日付およ
び時刻設定の変更を促される。
【００３４】
　他の実施形態の場合には、方法６００は、所定の時間間隔で測定器１００の日付および
時刻設定が正確であることをチェックするように検査測定器１００のディスプレイ上のメ
ッセージをさらに含んでもよい。検査測定器１００に前もって所定の時間間隔をプログラ
ミングしてもよい。定期的に、使用者に日付および時刻設定をチェックするように促す動
作によって、使用者は、日付および時刻設定が不正確であるかどうかに気付きやすくなる
。使用者は、日付および時刻設定が不正確であることに気が付くと日付および時刻設定を
正確な値に変更することを促される。所定の時間間隔は、週に１回から月に１回までの範
囲である。さらに、所定の時間間隔は、夏時間に切り替えるための１時間少ないまたは多
い１日とすることができる。
【００３５】
　さらに他の実施形態において、方法６００は、所定の時間間隔を超える連続したグルコ
ース測定間隔の平均時間を計算するステップをさらに含んでもよい。また、最新のグルコ
ース測定と直前のグルコース測定との間の時間間隔を計算してもよい。２つの最新のグル
コース測定間の時間間隔が履歴上の連続したグルコース測定の間の平均時間よりかなり大
きい場合、設定されている日付および時刻設定の正確であることをチェックするようにメ
ッセージを第１のディスプレイ１０８に表示してもよい。
【００３６】
　２つの最新のグルコース測定間隔が所定の閾値よりかなり大きい場合、設定されている
日付および時刻設定の正確であることをチェックするようにメッセージを第１のディスプ
レイに表示してもよい。例えば、所定の閾値を１ヵ月にしてもよい。使用者が１ヵ月の間
以内で連続した試験を実施しない場合、検査測定器１００は、日付および時刻設定が正確
であることをチェックするように、メッセージを表示する。使用者は、日付および時刻設
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【００３７】
　様々な実施形態の１つの効果によって、日付および時刻設定を確実にする方法は、複雑
さを最小にし、より正確にできると考えられる。本明細書に記載されている様々な実施形
態は、複雑な構成要素（例えば不正確な日付および時刻設定となる可能性を減らす専用の
電池ソースを使用するリアルタイムクロック）を必要としない。同様に、特殊なキャパシ
タは、検査測定器１００の電池を充電するとき、第１のクロック１２４を動作させる供給
電圧を供給するのに必要とされない。
【００３８】
　本発明は、特定の変形例および例証を示す図に関して記載されているが、当業者は、本
発明が記載されている変形例または図に限定されるものではないと認識する。さらに、上
記の方法およびステップが、特定の順序で発生する特定の事象を示す場合、当業者は、特
定のステップの順位を変更することができ、かかる変更は本発明の変形例に相当するもの
であると認識する。さらに、特定のステップは、上記の通りに順序どおり実施されるが、
可能であれば並列プロセスで同時に実施してもよい。したがって、本発明の開示の精神ま
たは本願請求の範囲に記載された本発明の等価物の範囲内である本発明の変形例である限
り、本発明はそのような変形例を含むことを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】試験片およびコンピュータに接続される検査測定器の平面図である。
【図２】図１の検査測定器およびコンピュータの機能部品の概略図である。
【図３】順序インデクッスを有しているデータリストレポートおよび整合するタイムスタ
ンプ順序の例を示す図である。
【図４】順序インデクッスを有しているデータリストレポートおよび不整合なタイムスタ
ンプ順序の例を示す図である。
【図５】タイムスタンプ順序および順序インデクッスの不整合を検出するように構成され
るコンピュータにインストールされるソフトウェアアプリケーションのフローチャートを
示す図である。
【図６】タイムスタンプ順序および順序インデクッスの不整合を検出するように構成され
る検査測定器にインストールされるソフトウェアアプリケーションのフローチャートを示
す図である。
【図７】検査測定器の日付および時刻設定を確認するようにユーザーを促すスクリーンシ
ョットメッセージを示す図である。
【図８】ユーザーに日中の標準時間を示す日の出のスクリーンショットを示す図である。
【図９】ユーザーに夜間の標準時間を示す日の入のスクリーンショットを示す図である。
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